
 

 

ナスバ（（独）自動車事故対策機構）主催イベント 

第 18 回「ナスバ安全マネジメントセミナー」取材のお願い 
 

〇ナスバ（（独）自動車事故対策機構）とは… 

重大な事故に関する報道だけでなく、運転マナーに関する問題や高齢ドライバーの増加といったクルマについての話題が関心を集める中、

国土交通省所管法人であるナスバでは、『自動車事故ゼロの社会』を実現するために、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故を「防ぐ」、

自動車事故から「守る」の３つの業務を一体的に実施しています。 

 

① 支える 

近年、交通死亡事故は減少していますが、重度の後遺障害が残る事案は依然として多発しています。 

ナスバは、全都道府県に支所を開設し、自動車事故被害者本人や家族への介護料の支給・訪問支援の実施や交通遺児への育成資金の

貸付等を実施しており、さまざまな角度から自動車事故被害者を支えています。 

 

② 防ぐ 

ナスバは、自動車事故未然防止のために、バス、ハイヤー、タクシー、トラックなどの自動車運送事業者における、運転者の方を対象とし

た適性診断や、運行管理者への指導講習を行っています。また、自動車運送事業者における安全管理体制の構築・運営を支援するため

の「コンサルティング」「講師派遣」「シンポジウム・セミナー・講習会」等を実施しています。 

 

③ 守る 

ナスバは、より安全な自動車・チャイルドシートの普及のため、自動車アセスメント事業として、一般に販売されている自動車及びチャイル

ドシートに対して安全性の評価を行う等の「守る」活動を展開しています。 

 

〇自動車事故を「防ぐ」取組みの一環として、「ナスバ安全マネジメントセミナー」を開催します 

１8回目を迎える本セミナー(令和 7年 11月 25日開催)では、自動車事故抑止に向けた安全対策等、行政からの基調講演に加え、自動車運

送事業者からは、昨今における運輸安全マネジメントを巡る様々な課題に係る取組等についてご紹介させていただきます。  

特別講演では、全国遷延性意識障害者・家族の会 代表 桑山雄次 氏より『重度の障害を負った息子と過ごした 30 年』、近畿大学 准教授

の島崎 敢 氏より『安全運転に必要な力：メタ認知を高めるには』ご講演いただきます。 

 

自動車運送事業者以外の皆様におかれましても安全意識の向上、安全文化の醸成、安全管理体制の構築・改善の契機となりますので、取

材・報道等いただけますと幸いです。 

 

尚、本セミナーは、令和 7 年 9 月 1 日午前 9 時より、ナスバ HP【https://www.nasva.go.jp/index.html】にて、申込受付を開始する予定で

す。取材については、下記事務局までお問合せください。 

 

【取材に関するお問合せ】 

ナスバ安全マネジメントセミナー事務局（勝美印刷株式会社内） 

TEL : 050-5236-2627（平日 9:00～17:00土・日・祝日を除く） 

e-mail : nasva-seminar@shobix.co.jp 

https://www.nasva.go.jp/index.html】

